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1987年 1 月から 1991 年 12 月までに当科で手術切除した術前未治療の食道扇平上皮癌 105 例，及びそのうちリンパ
節転移症例 72例の転移リンパ節を対象とした。免疫組織染色 (p53蛋白染色)はホルマリン固定パラフィン包埋標本
より 4μmの連続切片を作製，脱パラ・内因性ベルオキシダーゼブックの後，抗原性復活のためマイクロウェーブによ
る加熱処理を施し，抗 p53 モノクロナール抗体 (pAb 180 1 N ovocastra 社， 1 : 50希釈)を 1 次抗体とし， ABC法に
準じ diarnino-bendizine tetrachloride で発色を行ない，光顕にてその発現性を評価した。同時にこの手法の有効性
を確認するため， 30症例に対しては凍結切片での比較染色をも行った。 p53 の発現は癌巣において癌細胞の核が染色
されたものを染色割合に関わらず陽性発現と判定し，各臨床病理学的因子 (TNM factor, Stage, Turnour grade) と







p53蛋白は正常食道上皮での発現はなく，病巣において 105例中 56例 (53%) で陽性細胞が確認されたが，染色パ
ターンは全ての癌細胞が陽性発現を示した homogeneous type (69.6 %)，陽性と陰性のコンポーネントが混在する
heterogeneous type (10.7 %)，局部的に陽性細胞が見られる focal type (19.6 %)の三つのパターンを認めた。ま
た，同一症例の主病変と転移リンパ節とでのp53蛋白の発現性はほとんどに (85%) 一致を見たが，一部に(15%) 不
一致を見た。
p53蛋白発現と各臨床病理学的因子との比較検討では有意な相関は認めなかった。しかし累積生存率で比較すると p53
蛋白陽性例は p53蛋白陰性例に比し，有意に予後不良であった (p< 0.05)。またリンパ節転移症例 72ØIJについての累





状況の相違より食道癌の heterogeneity が p53 の観点より示唆できた。
食道癌においてp53蛋白の発現は Stage聞に差を認めず， p53が癌発生の早期の段階で関与していることが示唆され
た。しかも，浸潤・転移等の病理学的因子とは連関を認めないにも関わらず，累積生存率では p53蛋白陽性例が陰性例





p53蛋白の発現性と各臨床病理学的因子 (TNM factor, stage, tumour grade) との聞には有意な相関性は認めら
れないにも関わらず，累積生存率では p53 蛋白陽性例は陰性例に比し，有意に予後不良であることが判明した。
この研究によって， p53 の発現は食道癌において従来の臨床病理学的因子とは独立した予後因子となり得る可能性が
示され，本研究は学位に値する業績と考える。
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